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(注) 当四半期における配当予想の修正有無 ： 有 

平成23年3月期 配当金の内訳 記念配当 第2四半期末1円、期末1円、合計2円 

  

 

 
(注) 当四半期における業績予想の修正有無 ： 有 
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(百万円未満は四捨五入して表示)

1. 平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 138,109 21.6 13,458 128.4 13,392 104.3 7,487 88.9

22年3月期第2四半期 113,598 △34.0 5,893 1.3 6,554 △8.4 3,963 92.9

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 41. 23 ―

22年3月期第2四半期 22. 26 ―

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 317,942 183,131 56.4 882. 78

22年3月期 310,946 163,781 51.4 898. 33

(参考) 自己資本 23年3月期第2四半期 179,217百万円 22年3月期 159,923百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 7. 00 ― 7. 00 14. 00

23年3月期 ― 10. 00

23年3月期(予想) ― 10. 00 20. 00

3. 平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 280,000 14.6 23,500 69.3 23,500 57.4 15,500 43.1 80. 95

広報
スタンプ



  

 

 
（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理
の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 
  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

  

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決

算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

1．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合

理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能

性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、

四半期決算短信（添付資料）P.4「1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報 (3) 連結業績予想に

関する定性的情報」をご覧ください。 

2．平成22年9月に公募による新株式発行、及びオーバーアロットメントによる売出しに関連した第三者

割当増資による新株式発行を行ったことにより、発行済株式数が2,500万株増加しました。平成23年3月

期第2四半期の1株当たり情報、及び平成23年3月期の連結業績予想の1株当たり当期純利益は、これを含

めて計算しています。 

4. その他（詳細は【添付資料】P.5「2. その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

    新規  －社（－）          、除外 －社（－）

 （注）当四半期会計期間における連結範囲の変更に伴う特定子会社の異動の有無となります。

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 無

 （注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年3月期2Ｑ 212,000,000株 22年3月期 187,000,000株

② 期末自己株式数 23年3月期2Ｑ 8,984,136株 22年3月期 8,976,962株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Ｑ 181,591,216株 22年3月期2Ｑ 178,002,857株

(注意事項)
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、輸出の回復に伴い生産など一部が持ち直しているも

のの、欧米の経済に対する先行き懸念、高水準にある失業率など、不透明感が強まるなかで推移しまし

た。 

 化学工業界におきましては、中国など一部地域の需要が回復しつつあるものの、円高の進行、中東やア

ジアでの大規模プラントの稼動などにより、依然として厳しい事業環境のなかで推移しました。 
  
①全体の状況 

 
（注）四半期のＲＯＡ及びＲＯＥは、年換算しております。 

このような状況のもと、当社グループの売上高は、円高に伴う手取額の減少があったものの、需要が堅

調に推移するなかで販売数量を伸ばし、さらには原料価格高や需給逼迫を背景に製品価格も上昇した結

果、前年同四半期に比べて245億１千万円増収(+21.6％)の1,381億９百万円となりました。 

 利益面につきましては、アクリル酸および酸化エチレンの生産能力増強等により固定費が増加したもの

の、生産・販売数量の増加や一部製品のスプレッド拡大（原料価格の上がり幅以上に製品価格が上昇）等

が収益性向上に寄与し、営業利益は前年同四半期に比べて75億６千５百万円増益(+128.4％)の134億５千

８百万円となりました。 

 経常利益は、為替差損等により営業外損益が７億２千８百万円の減益となったものの、営業利益の増益

が大きかったことにより、前年同四半期に比べて68億３千７百万円増益(+104.3％)の133億９千２百万円

となりました。また、四半期純利益は、前年同四半期に比べて35億２千５百万円増益(+88.9％)の74億８

千７百万円となりました。 

  
②セグメント別の概況 

[基礎化学品事業] 

アクリル酸およびアクリル酸エステルは、需要が堅調に推移するなかで販売数量を大幅に伸ばし、ま

た世界的な需給逼迫に伴う市況高騰により輸出価格が上昇したため、大幅な増収となりました。 

 酸化エチレンは、需要が堅調に推移するなかで販売数量を伸ばし、原料価格高に伴い販売価格も修正

したことにより、増収となりました。 

 エチレングリコールは、市況が高値で推移するなかで、国内の販売数量を伸ばしたことにより、増収

となりました。 

 高級アルコールは、輸出を中心に販売数量を伸ばし、原料価格高等に伴い販売価格も修正したことに

より、増収となりました。 

 エタノールアミンは、輸出の販売数量が減少したものの、原料価格高等により販売価格を修正したこ

とにより、ほぼ前年同四半期並みとなりました。 

 以上の結果、基礎化学品事業の売上高は、前年同四半期に比べて37.2％増加の617億４千５百万円と

なりました。 

 営業利益は、生産能力増強に伴い固定費が増加したものの、増販・増産効果や一部の製品市況高騰に

よるスプレッド拡大等により収益性が大幅に改善した結果、前年同四半期に比べて174.4％増加の60億

９百万円となりました。 

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

（単位：百万円）

前第2四半期
連結累計期間

当第2四半期
連結累計期間

増減 前連結会計年度

(金 額） (伸び率）

売上高 113,598 138,109 24,510 21.6% 244,317

営業利益 5,893 13,458 7,565 128.4% 13,881

経常利益 6,554 13,392 6,837 104.3% 14,934

四半期（当期）純利益 3,963 7,487 3,525 88.9% 10,832

1株当たり四半期(当期)純利益 22.26円 41.23円 18.97 85.2% 60.85円

ROA（総資産経常利益率） 4.3% 8.5% ― 4.2ポイント 4.9%

ROE（自己資本当期純利益率） 5.2% 8.8% ― 3.6ポイント 7.0%

為替（＄、EUR）
$=\95.55 $=\88.96 \△6.59 $=\92.88

EUR=\133.21 EUR=\113.87 \△19.34 EUR=\131.14

ナフサ価格 37,300円/kl 46,200円/kl 8,900円/kl 41,200円/kl
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[機能性化学品事業] 

 高吸水性樹脂は、需要が堅調に推移するなかで販売数量を伸ばしたものの、円高の影響等により販売

価格が低下したため、減収となりました。 

 特殊エステル、無水マレイン酸および樹脂改質剤は、販売数量を伸ばしたことに加えて、原料価格高

に伴い販売価格も修正したことにより、増収となりました。 

 コンクリート混和剤用ポリマー、電子情報材料および粘接着剤・塗料用樹脂は、販売数量を伸ばした

ことにより、増収となりました。 

 洗剤原料は、輸出の販売数量が減少したものの、原料価格高に伴い販売価格を修正したことにより、

増収となりました。 

 粘着加工品および よう素化合物は、販売数量が減少したため、減収となりました。 

 以上の結果、機能性化学品事業の売上高は、前年同四半期に比べて5.5％増加の671億７百万円となり

ました。 

 営業利益は、円高や原料価格高の影響によりスプレッドが縮小したものの、生産・販売数量の増加が

奏功し、前年同四半期に比べて45.9％増加の59億１千８百万円となりました。 

  

 [環境・触媒事業] 

自動車触媒、プロセス触媒および燃料電池材料は、販売数量を大きく伸ばしたことにより、大幅な増

収となりました。 

 脱硝触媒および排水処理触媒は、前年同四半期並みに推移しました。 

 以上の結果、環境・触媒事業の売上高は、前年同四半期に比べて86.5％増加の92億５千７百万円とな

りました。 

 営業利益は、プロセス触媒や燃料電池材料の増販効果、棚卸資産評価損の減少等により黒字転換を果

たし、14億６千９百万円となりました。 

  

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて69億９千６百万円増加の

3,179億４千２百万円となりました。流動資産では、現金及び預金、売上債権が増加したことなどによ

り増加しました。固定資産では、投資有価証券の時価の下落などにより減少しました。 

 負債は、前連結会計年度末に比べて123億５千４百万円減少の1,348億１千１百万円となりました。未

払法人税等は増加したものの、仕入債務や借入金が減少したことなどによるものです。 

 純資産は、前連結会計年度末に比べて193億５千万円増加の1,831億３千１百万円となりました。株式

の発行による資本金及び資本剰余金の増加、及び利益剰余金が増加したことなどによるものです。 

自己資本比率は、前連結会計年度末の51.4％から56.4％へと5.0ポイント増加しました。なお、１株

当たり純資産額は、前連結会計年度末に比べて15.55円減少の882.78円となりました。 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、営業活動によるキャッシュ・フロー及

び株式の発行による資金調達等の財務活動によるキャッシュ・フローが、設備投資等の投資活動による

キャッシュ・フローの支出を上回ったため、前連結会計年度末に比べて76億３千６百万円増加の358億

７千万円となりました。 

  

(営業活動によるキャッシュ・フロー)  

 営業活動によるキャッシュ・フローは、前第２四半期連結累計期間の250億４千８百万円の収入に対

し、101億１千４百万円の収入となりました。税金等調整前四半期純利益は増加したものの、仕入債務

の減少や法人税等の支払いなどによるものです。 

  

(投資活動によるキャッシュ・フロー)  

 投資活動によるキャッシュ・フローは、前第２四半期連結累計期間の131億８千２百万円の支出に対

し、80億９千９百万円の支出となりました。有形固定資産の取得による支出が減少したことなどによる

ものです。 

  

(財務活動によるキャッシュ・フロー)  

 財務活動によるキャッシュ・フローは、前第２四半期連結累計期間の95億１千６百万円の支出に対

し、61億１千８百万円の収入となりました。株式の発行による資金調達を行ったことなどによるもので

す。 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

①資産、負債及び純資産の状況

②キャッシュ・フローの状況
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わが国経済は、欧米経済の先行き不安が懸念されているなかで、世界景気を牽引してきた新興国経済

にもやや変調の兆しが見えてきており、当面は厳しい状況が続くものと予想されます。 

 化学工業界におきましては、原油価格の上昇懸念や円の先高観が根強いなかで、依然として先行き不

透明な状況が続くものと予想されます。 

 このような状況のもと、当社グループの通期の業績は、売上高2,800億円[下期1,419億円]、営業利益

235億円[下期100億円]、経常利益235億円[下期101億円]、当期純利益155億円[下期80億円]を見込んで

おり、前回予想から、売上高、利益ともに上方修正しております。 

 下期の業績予想につきましては、為替レートを85円/米ドル、110円/ユーロとし、ナフサ価格を

45,000円/キロリットルの前提としております。厳しい事業環境のもと、引き続き、各種経費削減や生

産・販売数量の拡大に注力しつつ、スプレッドの維持・拡大等にも努めて参ります。 

  

なお、セグメント別の通期業績予想は以下の通りであります。 

 

詳細につきましては、本日公表いたしました「通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照下さ

い。 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報

（単位：億円）

基礎化学品事業 機能性化学品事業 環境・触媒事業

売上高 営業利益 売上高 営業利益 売上高 営業利益

上期実績 617 60 671 59 93 15

下期予想 563 26 759 71 97 4

通期予想 1,180 86 1,430 130 190 19
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10

日公表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成

20年３月10日）を適用しております。 

 これによる経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響はありません。 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年

３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20

年３月31日）を適用しております。 

 これによる営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響はありません。 

当社及び国内連結子会社は、従来、有形固定資産(リース資産を除く)の減価償却方法は主として定率

法を採用しておりましたが、第１四半期連結会計期間より定額法に変更しております。 

 経営環境が厳しさを増す中で、平成22年４月に当社グループは新たな経営目標を再構築すべく、今後

６年間(2010年度から2015年度)の長期経営計画「テクノアメニティ2015」と当初３年間の実行計画であ

る中期経営計画を策定し、目標達成のため投資内容を厳格に見極めた結果、姫路製造所において高吸水

性樹脂製造設備(年間生産能力６万トン)を新設する等、総額1,200億円の大規模な投資計画を公表いた

しました。この生産設備を中心とした投資決定を機に、過去の有形固定資産の処分・更新実績や生産設

備の使用状況等、保有している有形固定資産の内容を精査した結果、生産設備は耐用年数にわたり長期

安定的に稼動していること、及び急激な技術的、経済的な陳腐化は見られないことが確認されました。

また、今後の大規模投資においても現有設備の精査結果と同様の状況が見込まれるため、耐用年数にわ

たり均等償却により費用配分を行うことが、生産設備を中心とした有形固定資産投資の実態をより適切

に反映できるものと判断し、従来の償却方法を見直し、定額法を採用することにいたしました。 

 この結果、従来の方法によった場合に比べ、売上総利益は2,201百万円、営業利益は2,321百万円、経

常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ2,316百万円増加しております。なお、セグメント情

報に与える影響については、当該箇所に記載しております。 
  

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく財務諸表等

規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用により、当第２四半期

連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。 

  

該当事項はありません。 

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

１ 会計処理基準の変更

① 「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用

② 資産除去債務に関する会計基準の適用

③ 重要な減価償却資産の減価償却の方法の変更

有形固定資産

２ 表示方法の変更

（四半期連結損益計算書関係）

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 36,044 28,404

受取手形及び売掛金 66,355 63,086

商品及び製品 18,780 21,256

仕掛品 5,743 5,044

原材料及び貯蔵品 12,338 11,057

その他 8,783 9,593

貸倒引当金 △236 △227

流動資産合計 147,806 138,213

固定資産   

有形固定資産   

機械装置及び運搬具（純額） 54,164 46,801

その他（純額） 69,701 77,385

減損損失累計額 △3,615 △3,730

有形固定資産合計 120,249 120,455

無形固定資産   

のれん 1,171 1,405

その他 2,357 2,315

無形固定資産合計 3,528 3,720

投資その他の資産   

投資有価証券 31,352 33,586

その他 15,245 15,254

貸倒引当金 △239 △283

投資その他の資産合計 46,358 48,557

固定資産合計 170,136 172,732

資産合計 317,942 310,946

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 33,956 38,491

短期借入金 18,535 26,587

1年内返済予定の長期借入金 7,790 7,631

未払法人税等 4,368 2,476

引当金 5,149 5,077

その他 9,278 8,755

流動負債合計 79,076 89,018

固定負債   

社債 15,000 15,000

長期借入金 29,877 32,257

退職給付引当金 8,941 8,770

その他 1,917 2,120

固定負債合計 55,735 58,147

負債合計 134,811 147,165
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 25,038 16,529

資本剰余金 22,083 13,574

利益剰余金 147,359 141,118

自己株式 △7,983 △7,977

株主資本合計 186,498 163,244

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 895 2,615

繰延ヘッジ損益 △32 △35

為替換算調整勘定 △8,143 △5,902

評価・換算差額等合計 △7,280 △3,321

少数株主持分 3,914 3,858

純資産合計 183,131 163,781

負債純資産合計 317,942 310,946
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 113,598 138,109

売上原価 91,030 106,602

売上総利益 22,568 31,507

販売費及び一般管理費   

運送費及び保管費 5,869 6,811

人件費 3,456 3,628

研究開発費 4,861 5,022

その他 2,490 2,588

販売費及び一般管理費合計 16,675 18,049

営業利益 5,893 13,458

営業外収益   

受取利息 84 47

受取配当金 265 334

持分法による投資利益 634 922

受取技術料 207 165

不動産賃貸料 504 603

その他 419 236

営業外収益合計 2,114 2,307

営業外費用   

支払利息 679 466

為替差損 243 932

その他 531 976

営業外費用合計 1,453 2,373

経常利益 6,554 13,392

特別利益   

固定資産売却益 － 322

特別利益合計 － 322

特別損失   

その他 － 900

特別損失合計 － 900

税金等調整前四半期純利益 6,554 12,813

法人税、住民税及び事業税 294 5,361

法人税等調整額 2,233 △194

法人税等合計 2,527 5,167

少数株主損益調整前四半期純利益 － 7,646

少数株主利益 65 158

四半期純利益 3,963 7,487
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 6,554 12,813

減価償却費 7,713 7,498

その他の特別損益（△は益） － 900

固定資産除売却損益（△は益） － △322

受取利息及び受取配当金 △349 △380

支払利息 679 466

持分法による投資損益（△は益） △634 △922

株式交付費 － 97

売上債権の増減額（△は増加） △2,869 △4,088

たな卸資産の増減額（△は増加） 4,190 △423

仕入債務の増減額（△は減少） 7,963 △3,372

その他 206 1,168

小計 23,452 13,434

利息及び配当金の受取額 804 1,326

利息の支払額 △803 △467

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 1,595 △3,465

その他の支出 － △716

営業活動によるキャッシュ・フロー 25,048 10,114

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △13,185 △7,898

投資有価証券の売却による収入 2 4

その他 2 △205

投資活動によるキャッシュ・フロー △13,182 △8,099

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △2,797 △7,362

長期借入れによる収入 300 60

長期借入金の返済による支出 △5,736 △2,214

株式の発行による収入 － 17,018

株式の発行による支出 － △97

配当金の支払額 △1,246 △1,246

少数株主への配当金の支払額 △16 △21

自己株式の取得による支出 △9 △6

その他 △13 △15

財務活動によるキャッシュ・フロー △9,516 6,118

現金及び現金同等物に係る換算差額 327 △497

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,677 7,636

現金及び現金同等物の期首残高 29,450 28,234

現金及び現金同等物の四半期末残高 32,128 35,870
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該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

 
(注) １ 事業区分は、事業の種類・性質の類似性等を勘案して決定しております。 

２ 各事業区分の主な製品 

 
  

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

 
  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報等

①事業の種類別セグメント情報

基礎化学品 
(百万円)

機能性化学品
(百万円)

環境・触媒
(百万円)

合計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

45,001 63,634 4,964 113,598 ― 113,598 

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

9,546 633 692 10,870 (10,870) ―

計 54,546 64,267 5,656 124,469 (10,870) 113,598 

営業利益又は営業損失(△) 2,190 4,056 △367 5,878 15 5,893

(1) 基礎化学品事業 アクリル酸、アクリル酸エステル、酸化エチレン、エチレングリコール、エタノ

ールアミン、高級アルコール、グリコールエーテル

(2) 機能性化学品事業 高吸水性樹脂、医薬中間原料、コンクリート混和剤用ポリマー、電子情報材料、

よう素、無水マレイン酸、粘接着剤・塗料用樹脂、樹脂成形品、粘着加工品

(3) 環境・触媒事業 自動車触媒、脱硝触媒、ダイオキシン類分解触媒、プロセス触媒、排ガス処理装

置

②所在地別セグメント情報

日本 
(百万円)

欧州
(百万円)

アジア
(百万円)

その他の
地域 

(百万円)

合計
(百万円)

消去又は 
全社 

(百万円)

連結
(百万円)

売上高

(1) 外部顧客に対する
売上高

80,012 16,549 10,115 6,922 113,598 ― 113,598 

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

11,243 41 56 38 11,377 (11,377) ―

計 91,255 16,590 10,171 6,959 124,976 (11,377) 113,598 

営業利益又は営業損失(△) 4,902 321 110 304 5,638 255 5,893 

(1) 欧州 ……………ベルギー

(2) アジア ……………シンガポール、インドネシア、中国

(3) その他の地域 北米………米国
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前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 各区分に属する主な国又は地域 

 
３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高の合計金額であります。 

  

③海外売上高

アジア 欧州 北米 その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高(百万円) 19,303 18,524 9,486 7,312 54,625

Ⅱ 連結売上高(百万円) 113,598

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

17.0 16.3 8.4 6.4 48.1

(1) アジア ……………東アジア及び東南アジア諸国

(2) 欧州 ……………ヨーロッパ諸国

(3) 北米 ……………北アメリカ諸国

(4) その他の地域 ……………アジア、欧州、北米及び本邦を除く国又は地域
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 １ 報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであ

ります。 

 当社は、事業の種類・性質の類似性等を勘案して事業が区分され、それぞれの取り扱う製品について

包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

 したがって、当社は、区分された事業を基礎とした製品の種類別のセグメントから構成されており、

「基礎化学品事業」、「機能性化学品事業」及び「環境・触媒事業」の３つを報告セグメントとしてお

ります。 

 「基礎化学品事業」は、アクリル酸、アクリル酸エステル、酸化エチレン、エチレングリコール、エ

タノールアミン、高級アルコール、グリコールエーテル等を製造・販売しております。「機能性化学品

事業」は、高吸水性樹脂、医薬中間原料、コンクリート混和剤用ポリマー、電子情報材料、よう素、無

水マレイン酸、粘接着剤・塗料用樹脂、樹脂成形品、粘着加工品等を製造・販売しております。「環

境・触媒事業」は、自動車触媒、脱硝触媒、ダイオキシン類分解触媒、プロセス触媒、排ガス処理装

置、燃料電池材料等を製造・販売しております。 

  

 ２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日) 

 
(注) １ セグメント利益の調整額63百万円は、セグメント間取引消去によるものであります。 

 ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。 

 ３ 会計処理基準等の変更 

(重要な減価償却資産の減価償却の方法の変更) 

 「会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要」に記載のとおり、当社及び国内連結子会社は、従

来、有形固定資産(リース資産を除く)の減価償却方法は主として定率法を採用しておりましたが、第１四半

期連結会計期間より定額法へ変更しております。 

 この結果、従来の方法によった場合に比べ、セグメント利益は、基礎化学品事業で1,874百万円、機能性

化学品事業で414百万円、環境・触媒事業で34百万円、それぞれ増加しております。 

  

 ３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号

平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

④セグメント情報

(単位：百万円）

報告セグメント
調整額 
(注１)

四半期連結
損益計算書 
計上額 
（注２）

基礎化学品 機能性化学品 環境・触媒 計

売上高

  外部顧客への売上高 61,745 67,107 9,257 138,109 ― 138,109

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

13,955 852 902 15,708 △15,708 ―

計 75,699 67,959 10,159 153,817 △15,708 138,109

セグメント利益 6,009 5,918 1,469 13,395 63 13,458

(追加情報)
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当社は、平成22年８月23日開催の取締役会決議に基づき、新株式発行（一般募集）による払込みを平

成22年９月７日に、オーバーアロットメントによる当社株式の売出しに関連して行った第三者割当増資

の払込みを平成22年９月22日にそれぞれ受けました。この結果、当第２四半期連結累計期間において、

資本金及び資本剰余金がそれぞれ85億９百万円増加し、当第２四半期連結累計期間末において、資本金

が250億３千８百万円、資本剰余金が220億８千３百万円となっております。 

  

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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